
 

 

人の言葉 

校長    小澤 託  

 放送が始まって１００年を迎える・・・。１９２５年（大正１４年）３月にラジオ放送が開始され、

１９５３年（昭和２８年）２月に初のテレビ放送がされたとのこと。 

 

社会の教科書や資料集に、放送が開始された当時の様子が載っているのを見たことはありますよね？ 

ラジオに群がり、聞こえてくる人の言葉に耳を傾ける人の姿や街頭でしか

見ることのできないテレビに映し出される映像と実況する人の言葉を聴いた

り、見たりしながら一喜一憂する人々の様子。少し時代を進めれば、布団に

入り、こっそりラジオの深夜放送を聞いたり、流れてくるアイドルの曲を懸命に

カセットデッキで録音したり・・・。中には、ラジオから流れてくる英語の放送を

聞いて勉強した方などもいたはずです。（懐かしい、と思う保護者の方もいら

っしゃるのでは？ いないかな・・・） 

 

いつでもどこでも情報を収集できて、様々な映像をリアルタイムで確認したり、ネットで検索できたりする

現在では考えられないようなことかもしれません。しかし、当時は限られた手段の中で一生懸命に放送や新

聞などから情報を得ようとしておりました。当然のことですが、情報を発信する側の人たちも、正確な情報を

いち早く人々に届けようと努力していました。昔と変わらず、放送に携わる方々は、この瞬間もそういう使命を

もって日々過ごされていると思います。 

 

 さて、放送の中には、必ず人の言葉が入ります。人が人に伝えるわけですから当然伝

えるための言葉が入ります。より分かりやすくするために映像（中継や編集した映像な

ど）が入ることもあります。しかし、基本的には人の言葉ですよね。そろそろ気がついた

方もいるでしょう…。“信”です。 

イ（にんべん）に言と書くと、“信じる”になります。ちなみにAＩで「信じるの成り立ち」、

と聞いてみると、「“人の言うことは確かである”という意味合いを示唆しています。人が発する言葉には、誠

実さがあり、信頼できるという考え方が根底にあると考えられます。」と応えてくれました。 

 

 日々の生活の中で、一言も発しないことはないはずですし、言葉を介さないコミュニケーション（たとえメー

ルやＳＮＳであろうと）はないはず。そう思うと、何気なく使っている言葉ではありますが、やっぱり大事にしな

くてはいけないことだと、改めて思いました。人の言葉は、確かなものであり、信頼できるものなのだから 

 様々な物が世の中にあふれ、便利になったともしても、人と人が言葉を介してちゃんと話したり、考え悩みな

がら書いた文章でコミュニケーションを図ったりすることが大切であることは、昔も今も変わりはないというこ

とだと私は思います。 

                                               私たち人間がもつ言葉・・・大事にしたいものです 
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〈  教  育  目  標  〉 

１ 素直で明るい、心豊かな生徒を育てる 

２ 自ら進んで、よく学びよく働く生徒を育てる 

３ 責任を重んじ、正義と規律を尊ぶ生徒を育てる 



＜入学式から２週間を経て・・・＞ 
 

全学年がそろった集会や朝礼を行うことが年度初めは多い…。 

朝礼は今年度から、各クラス３列から２列の並び方に変え、３年生が体育館後方に並ぶ変則の

形から、全学年が縦横をそろえた形に変わった。 

個人的な感想は“引き締まった雰囲気で良い”です。 

 

学校だよりの１号で理想だと書いた、３年生が三中の顔として学校を引っ張り、2年生が新入

生を温かく支えることができている。さらに 1年生が先輩たちの姿を見て、良いものを真似よ

うとしている。全校生徒が集合した時にこそ感じられるもの、伝わってくるものがあるのですが、

各学年の生徒から伝わってきました！ 

“非常に素敵なことです。そして、うれしいことです。” 

 

授業中も何度か各フロアの教室を観に行きましたが、どの教室も集中

していて各学年の教科の授業のスタートとしてもまずまずといったとこ

ろでしょうか。 

あえて、注文を付けるなら、始業式や入学式でも話をした時間の意識

をさらに高めることが必要です。朝の登校時間の意識は大分改善された

感じがします。次は日々の学校生活（授業）の中で意識することです。

早めの着席と授業準備、メリハリを意識した行動がポイントです。 

                    どの学年から変わってくるか、楽しみです！！ 

 

 

 

 

【土曜授業のお知らせ】 
５月１０日（土）は、今年度最初の土曜授業になります。保護者の皆様にとって

は、週末の貴重なお休みの日だと思いますが、ぜひ、足をお運びになって学校の様

子をご覧になっていただければ、と思っております。 

１年生の保護者の皆様にとりましては、中学校の授業やクラスの様子を、２・３

年生の保護者の皆様にとりましては、新しいクラスの様子や昨年度との学校全体の

様子の違いなどを確認いただける機会になると思います。 

 

保護者の皆様が、客観的に見て、感じたり思ったりしたことを感想用紙（当日お

渡しすることになると思います）に記入していただけると、私たちにとっても励み

になりますし、改善点を見出す機会になると考えております。ご協力の程よろしく

お願いします。また、担任や学年の教員に聞いてみたい、話してみたいなどありま

したら、声をかけていただき相談いただければ幸いです。当日、お待ちしておりま

す。 

 

 

～GWに突入しますね～ 
 来週からゴールデンウィークに突入します。 

新年度が始まり１か月。疲れがたまっているように見えるお子様、張り詰

めていた緊張が解けているように見えるお子様、様々だと思います。 

 部活動によっては、春の大会などが入っている所もあると思いますが、

せっかくの大型連休になります。ご家庭での時間を大事にして、心身とも

にリフレッシュする期間にしてほしいと思っております。 

 連休明けに、気持ち新たな顔で登校する生徒たちと再会できることを楽

しみにしております。素敵なゴールデンウィークにしてくださいね。 


